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２０１９年 １１月号 

１０月１日 

赤い羽根 

共同募金活動 

 ＠田町駅 

募金お願いしま～す 

募金～～～！ 
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ひとりぼっちの障害者をなくそう！② 

 

１０月１日（火） 赤い羽根共同募金活動 
 １０月１日（火）、田町駅芝浦口と三田口で街頭募金活動を行ないました。当

日の参加団体は港福会、みつばち会、港区肢体不自由児（者）愛の会、そして

風の子会でした。募金活動は一時間足らずでしたが、たくさんの募金が集まり

ました。 

所長 岡本裕介 

 

赤い羽根の募金活動の感想 
私は、初めての赤い羽根の募金活動をやらせていただきとても良い経験で楽

しかったです。 
 羽をあげたあとに握手していただいたときは、皆さんがアイドルぽいねっと

言っていただいたので少し恥ずかしかったけど言われて嬉しかったです。 

廣瀬依生 
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ひとりぼっちの障害者をなくそう！③ 

赤い羽根共同募金についての感想 

赤い羽根共同募金についての感想 
 
僕は一生懸命に声を出しました。 

いろんなお客さんを呼びかけました。 

とても忙しかったです。 

田町駅はかなり日差しがあったので暑かったです。 

それでも頑張りました。 

かなり疲れました。 

島田龍司 

 

斉藤さんと三木さんが一生懸命に 
声を出してます。 

廣瀬さんは一生懸命 
声を出してます。 

僕島田は一生懸命声を出しました。 
頑張りました。疲れました。 
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ひとりぼっちの障害者をなくそう！④ 

 

赤い羽根 

 

 

 

 

 

 

 

松本恵司 

俺が松本恵司じゃー 

ふう、一生懸命頑張っていい汗か

いたぜ。 
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ひとりぼっちの障害者をなくそう！⑤ 

１０月の出来事 
１０月１日（火）田町駅・芝浦口にて、午

後２時～３時まで、赤い羽根共同募金に参

加をしました。皆で羽を付け、道行く人に

声かけをした。募金の合計金額は、５３，

７６９円でした。 

 

 

１０月１２日（土）・１３日（日）、みなと区民

祭りが台風１９号にて中止となりました。 

１０月１２日（土）台風１９号にて、実習所を

閉所にした。 

１０月２６日（土）朝会にて『外に出よう実 

行委員会』より、外に出ようを中止とする報 

告をされた。 

１０月２９日（火）インフルエンザ予防接種 

      メンバー・田中 聡 

 

１１月からの予定 
１２月 ７日（土）・・・障害者記念週間事業 

１２月２４日（火）・・・クリスマス会 

１２月２９日（日）～１月３日（金）・・・冬休み 

１月１１日（土）・・・防災訓練（車いすで階段   

避難。水を使ってのアル 

ファ米調理。） 

１月２１日（火） 

・・・初詣（西新井大師） 

 

 

ご協力お願

いします 

今年の初詣、

川崎大師 

痛 て ぇ な

～ 
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夕会報告 
１０月１９日（土）夕会 

外に出ようについて実行委員から報告があった。 

・６班編成で、ＪＲと京急の２ルートから行くこととする。 

・俳句または感想の一言は書く。職員は必ず書くことにする。 

・昼食は崎陽軒でまとめて注文する。 

・予算は、交通費・入場料が２５００円。昼食代が５００円とする。 

・雨天中止とする。 

 

 （ただしこの翌週に外に出ようの中止が決定される。） 

小野塚 航 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

訃報 
元通所会員である雨宮ひとみさんのお母様である雨宮蓉子様が、

１１月９日にお亡くなりになりました。 

心よりご冥福をお祈り申し上げます。 

風の子会一同 

中止になってしまってごめんなさい 

（外に出よう実行委員２名より） 
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ひとりぼっちの障害者をなくそう！⑦ 

料理部 

田町駅ムスブビルのスターバックスに行ってきました。 

駅の近くでスタバがあってそこで買いました。その後座れる階にいって、ハロ

ウィン レッド ナイト フラペチーノと パンプキンを食べました。 

美味しかったです。 

また近くで今度は、ショッピングをしてスイーツを食べたいです。 

廣瀬依生 

 

美味しかった。 

良いでしょ！（笑） 
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ひとりぼっちの障害者をなくそう！⑧ 

クラブ活動報告 

ぶらり部です 

夢の島熱帯植物館に行ってきました！！ 

風の子でクラブ活動があった。今回のぶらり部は夢の島植物園に行った。メン

バーは松本先輩と斎藤さんだった。ボランティアさんは青木さんが来てくれた。

緑の葉っぱがたくさんあった。カカオの花も咲いてた。 

最後はみんなで仮装をして、写真を撮った。大きいカボチャも置いてた。 

柳川敬事。 

 

 

 

 

１２月に最新作が大公開だぜ。 
みんな、見に来てくれ。 
（ダースベイダーの仮面を被った柳川

さん） 

斎藤さん、カボチャの服が似

合うぜ。 
 
 
 
 
 
 

でかいカボチャの前

で記念撮影した。 
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ひとりぼっちの障害者をなくそう！⑨ 

麻雀部 

無様とは我のことなり！ 

 絶対負けないと豪語していたくせにあっ

さり大敗してしまいました。オーラスでカ

ンスーソー待ちのチーソーリーチという典

型的なひっかけリーチに見事にひっかかっ

てしまいました。しかもリーチチュンサン

ショクドラドラという親ッパネの１８００

０点！ 更にダブロンというおまけつきで

ハコテンにまでなってしまいました。おか

げで麻雀部クビ第１号になってしまいまし

た。短い間でしたがお世話になりました。

しばらく旅に出ます。探さないでください（冗談です）。 

小野塚 航 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

やっちまったぜ！！ 

なつかしのアルバム 

２００３年の外に出よう。葛西臨海公園に集まって報告会を

しているところ。今年は中止になってしまいましたが来年は

ぜひまたやりたいですね。         担当・小野塚 
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第 88 回 「赤ちゃん言葉」    風の子会ボランティア・運営委員 岡本 明 
「どうしたの？ お耳が聴こえにくいって、先生のお話、聴こえる？」 
「耳が痛かったりするの？」 

 これは、子どもを耳鼻科に連れて行ったとき

の話ではありません。風の子メンバーの太田 稔
さんへの言葉なのです。太田さんは重度の脳性

マヒで車いすに乗っていて、発話が不自由です。

でも 70 歳過ぎの立派な大人に、なぜ「赤ちゃん

言葉」で話しかけ るのでしょう。 
 車いすを押して行った私が、 

「先生、太田さんは、発音はちょっと分かり

にくいけど、ちゃんとしゃべれますから。」 
と説明しても、今度は私に向かって、 
「聴こえにくくなったのはいつからですか。ほかに病気はありますか。」 

と聞くのです。なぜ太田さんに直接聞かないのでしょう。こういうことは誰にでも、また

お医者さんでなくてもあるのです。なぜこうなるのだろうかと考えてみました。 
 人は、相手に合わせて話し方を自然に変えることがあります（心理学ではオーディエン

スチューニング効果といわれます）。赤ちゃんに対しては、優しく分かり易く、安心させる

ように、ということで自然に赤ちゃん言葉にするのでしょう。 
 また、動物は似たような「刺激」に対しても同じ「反応」を示すことがあります（これ

を刺激般化または般化といいます）。猫やウサギに対して赤ちゃん言葉を使う人もいますが、

小さな動物が小さな子どもを連想させるのだと思います（確かに、カバや象に赤ちゃん言

葉で話しかける人はいませんね）。赤ちゃんはベビーカーに乗っていて、片言しか喋れない、

というのが特徴の一つです。そこで、車いす利用で発話がしにくいという点で似ている太

田さん（可愛くない点は違いますが(^^)）が現れたという「刺激」に対して、「般化」され

た反応として赤ちゃん言葉が出るのだと考えられます。 
 これは当人にははっきりとした、見下す、馬鹿にするなどの意識はないでしょう。しか

し心のどこかにはそういう気持ちがあるので、赤ちゃん言葉を使うことに自制心が働かな

いのではないかと思います。そしてそのように話しかけられる側としては不愉快です。「ま

あ、仕方がないからいちいち文句は言わないよ。」と太田さんは笑うのですが、人からされ

て嫌なことに「赤ちゃんことば」で話されることを挙げる人は多いのです。 
 これは言うまでもなくその人の人格を軽視した大変失礼なことで、長幼の序、立場、状

況応じた言葉遣い、態度で接してほしいですね。 
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ひとりぼっちの障害者をなくそう！⑪ 

 

～ 運営委員会報告 ～ 

 運営委員会とは、会長に選任された運営委員で構成され、会の運営に関することを話

し合って決める機関です。運営委員にはメンバーも職員もボランティアも含まれていて、

月に１度集まって様々なことを話し合っています。 

 

２０１９年１０月の運営委員会内容 

 

・区民祭りについて 

 →台風のため中止になってしまったが、準備作業についての総括と 

  いただいたバザー品や古本をどうするかについて話し合った。 

 

・運転実技講習の結果と今後について 

 →講習を受けたことで職員の運転意識

が再認識された。 

  今後一年ごとに講習を受けたいとい

う希望があった。 

 

 

 

 

・ホームページについて 

 →ホームページの改修をラディックスに委託することが

承認された。 

 

・防災備蓄品再チェック 

 →３年保存がきくカレーをみつけたので、１１月２日の

防災訓練で試食してみることにした。 

 

 

・区への要望について 

 →在宅中の障害者への防災対策について聞いてみることになった。 

 

これらについて話し合いました。 

                            文責 運営委員・小野塚 

修了証を手にご満悦の所長 

こんなカレーを食べてみます 
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ひとりぼっちの障害者をなくそう！⑫ 

 
 

メンバーのつぶやき 

自分の好んだアーティスト          信高正義 

 
私の好んだアーティストと言えばその

時代に流行っていた唄や音楽等の演奏

者、ハーモニーを奏でる声者楽等を指す

のだが、現在進行形のミュージシャンも

自分にとってはアーティストと言える。 
 今自分が好む歌と言えば、あまりトッ

ピなものでもなく 20～30 年位以前に聞

かれていた音楽である。 

 具体的に挙げるとすれば［オフコース〕、〔松山千春〕、〔さだまさし〕、

等を音楽の聞き始めの頃はよく聞いていた。特に思い入れはなくただ自分の感

性に合致した様な気がしたからである。そして、音楽とは自分の聞いたものだ

けでなく無限に広がってゆくものであり、自らが耳にした音楽とは音楽全体か

ら見ると、ただの一部だったと言う事を FM やラジオ• テレビ等で思い知らされ

た。そして友人の影響もあり、歌うだけでなく楽器を演奏する事にも興味を持

つ様になった。楽器と言う物は元々人間をモデルにして作られたものであると

テレビで聞いた事がある。ならば口笛や手拍子も楽器として使う事ができ、実

際に口笛や手拍子を使った音楽の曲で存在しているのだから、自分も自らの体

を使って発声以外で音を出せないか、楽器以外で音を出せないかと考えた事も

ある。しかし自分の体では、明らかに実際に使われている曲の音とは違う事が

分かる。自分で作る音では明らかに自分で作った音が軽い感じを受ける。使う

楽器や音を録音する環境のせいもあるだろうが、所詮、アマチュアである。プ

ロには叶わない。故にプロの様なやり方で少しでも近づけようとしても上手く

いかず，やむを得ず、ハンドクラッシャーやシンセサイザーに頼ってしまう。

だがいくらアコースティックの音が好きだと言っても、基本的なリズムは押さ

えておきたい。自分の気に入った音楽パターンと言うのは、前奏はしんみりと

ピアノかアコギだけで唄は一人のソロでフェードインする感じで、主旋律に入

っていくというやり方で曲に入っていく、そしてだんだん音が増えてゆき、ク

ライマックスで全ての音が出て、最高に盛り上がる。と言うやり方が様々な曲

を聴いて辿り着いた一つのパターンである。 
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ひとりぼっちの障害者をなくそう！⑬ 

メンバーのつぶやき 

人差し指のつぶやき 

 

 

 

呼気スイッチへ、レンズクリーナー用エアダスターを使い空気を送り 
オペナビを動かし文字を入力しています。 
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ひとりぼっちの障害者をなくそう！⑭ 

乾き目 

年齢を重ねてくると夜になると眼が疲れてきてドライアイになってしまいます。 
目薬で多少解消しますが、寝た方が無難と考え早めに床に就いています。 
なので観たいテレビも見逃してしまいます。 
最近涼しくなってきたせいか鈴虫がよく鳴いています。まだ都会にも鈴虫が生

息しているんですね。 
三木直人 

 

 

 

 

 

 

 

「柳さんのクッキングコーナー」 

秋のシチューとカレー。 

「野菜シチュー」 

１、サツマイモと人参とベーコンとタマネギは皮をむき、ざく切りに切ります。

鍋に材料を入れて２分炒めます。 

２、鍋にクリームシチューのルーを入れ、あくをとりながら５分煮込みます。

３、ライスにかけて出来上がりです。同じ材料でカレーもできます。麺類でも                                                

行けます。 

 

 

 

青山の富士銀行前で 
ふれあいバザー 
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ひとりぼっちの障害者をなくそう！⑮ 

 

  
 

 

                

スタート！！牛乳パックを切る 

牛乳パックをちぎる ミキサーにかける 和紙をすく 

乾

燥 

完

成

！ 
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ご寄付ありがとうございます。(10月21日～11月1日)  

 島田 勝成様、園部 裕千様、渡辺 さよ子様  

 

所長のため息 
１２月７日（土）に障害者記念週間事業がみなとパーク芝浦で行われます。当会
でも工房商品を販売します。工房では区民祭りで販売できなかった分、今とても
気合を入れて製作をしています。そこで改良を重ねた和紙はがきも販売します。
良かったら皆さん買ってくださいね～ 

岡本裕介 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

ひとりぼっちの障害者をなくそう 
特定非営利活動法人･風の子会 ～定価４０円～ 
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                                              東京都世田谷区砧６ー２６ー２１ 
 

和紙で作ったハガキをサイズにあ

わせてはみでてる部分を切る作業

をしています。 
 

ハガキをラミネートで平らにして

います。 
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